
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
貴
方
似
よ

い
や
、
お
前
似
だ

子
の
短
所
）
（
化
け
て
や
る

も
っ
と
怖
い
ぞ

ボ
ケ
て
や
る) 

（
か
ら
だ
よ
り

態
度
で
示
せ

太
っ
腹
）
（
か
わ
い
い
子

旅
を
さ
せ
た
が

帰
ら
な
い
）

正｣

を
通
じ
て｢

デ
フ
レ
か

ら
の
脱
却｣

と｢

経
済
の
好

循
環｣

を
め
ざ
し
、
月
例

賃
金
改
善
に
こ
だ
わ
る
取

り
組
み
を
す
る
方
針
の
意

思
統
一
が
図
ら
れ
た
。

引
続
き
の
地
協
委
員
会

で
は
、
矢
島
議
長
か
ら
春

闘
関
連
と
長
岡
市
か
ら
の

全
国
一
斉
連
合｢

な
ん

で
も
労
働
相
談
ダ
イ
ヤ

ル
」
が
、
２
月
４
日(

木)

か
ら
６
日(

土)

の
間
で
行

わ
れ
た
。

毎
年
こ
の
時
期
に
行
わ

れ
て
い
る
取
り
組
み
だ

が
、
中
越
地
協
に
は
期
間

中
に
１
件
の
相
談
が
寄
せ

ら
れ
た
。

中
越
地
協
に
寄
せ
ら
れ

た
相
談
は
、
組
合
づ
く
り

に
関
す
る
件
で
、
担
当
者

は｢

遠
慮
せ
ず
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い｣

と
受
け
答

え
し
て
い
た
。
ま
た
、
こ

の
期
間
中
に
は
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ
の
相

談
も
担
当
し
、
高
齢
女
性
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時
か
ら
は
、
諸
橋
連
合
新

潟
副
事
務
局
長
を
迎
え
、

春
季
生
活
闘
争
方
針
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
た
。

30
分
の
短
時
間
で
あ
っ

た
が
、
す
べ
て
の
働
く
者

の
処
遇
改
善
に
向
け
、
連

合
新
潟
と
し
て｢

底
上

げ
・
底
支
え｣

｢

格
差
是

連
合
中
越
地
協
は
、
２

月
19
日(

金)

18
時
30
分

か
ら
第

77
回
地
協
委
員

会
を
開
催
し
、
こ
れ
ま
で

の
活
動
を
報
告
す
る
と
と

も
に
、

16
春
季
生
活
闘

争
に
関
係
す
る
当
面
の
諸

活
動
を
審
議
決
定
し
た
。

地
協
委
員
会
前
の

18
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に
つ
い
て
触
れ
た
。
ま

た
、
菊
田
ま
き
こ
衆
議
院

議
員
が
訪
れ
、
決
意
が
述

べ
ら
れ
た
。

委
員
会
で
は
、
春
季
生

活
闘
争
方
針
、
第

24
回

参
議
院
議
員
選
挙
の
選
挙

区
推
薦
申
請
へ
の
対
応
、

年
間
主
要
日
程
を
審
議
決

定
し
た
。
終
了
後
に
は
、

高
松
連
合
本
部
雇
用
法
制

局
長
に
よ
る｢

２
０
１
６

春
季
生
活
闘
争
ワ
ー
ク

ル
ー
ル
の
取
り
組
み｣

の

学
習
会
が
行
わ
れ
た
。

ッ
ピ
ン
グ
街
で
買
い
物
中

の
人
に
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど

を
配
る
な
ど
連
合
の
活
動

を
ア
ピ
ー
ル
し
、
次
の
エ

リ
ア
と
な
る
県
央
地
協
へ

引
き
継
い
だ
。

｢

春
季
生
活
闘
争
方
針｣

と

｢

参
議
員
選
挙
に
関
す
る

件｣

を
審
議
し
た
い
と
述

べ
た
ほ
か
、
組
織
拡
大
お

よ
び
奨
学
金
署
名
活
動
等

に
は
、
小
千
谷
支
部
内
と

見
附
支
部
内
と
中
心
に
行

動
し
た
。

ま
た
、

23
日(

火)

は

中
越
地
協
が
担
当
し
、
長

岡
市
内
を
巡
っ
て
、
シ
ョ

連
合
新
潟
第

57
回
地

方
委
員
会
が
、
２
月
９
日

(
火)
午
後
に
新
潟
市
の
ガ

レ
ッ
ソ
ホ
ー
ル
で
開
か
れ

た
。
齋
藤
会
長
は
挨
拶
で

宣｣

、｢

連
合
新
潟
会
長
・

事
務
局
長
に
よ
る
激
励
訪

問｣

等
の
諸
活
動
を
決
定

し
た
。
ま
た
、
産
別
か
ら

の
報
告
と
し
て
、
Ｊ
Ｅ
Ｃ

連
合(

亀
井
代
議
員)

と
ヘ

ル
ス
ケ
ア
労
協
・
日
赤
労

組
長
岡
支
部(

渡
邊
代
議

員)

か
ら
諸
課
題
等
が
報

告
さ
れ
た
。
最
後
に
は
、

矢
島
議
長
に
よ
る
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
で
闘
う
決
意
を

固
め
あ
っ
た
。

ン
街
宣
行
動
が
県
内
で
２

月

15
日
か
ら
３
月
８
日

の
間
で
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
春
季
生
活
闘

争
の
社
会
的
ア
ピ
ー
ル
と

労
働
問
題
の
解
決
促
進
等

を
目
的
に
新
潟
県
内
を
街

頭
宣
伝
す
る
行
動
だ
。

21
日
午
前
か
ら
は
南

魚
沼
支
部
内
と
北
魚
沼
支

部
内
を
巡
り
、
翌

22

日

回
答
等
に
つ
い
て
挨
拶
で

触
れ
ら
れ
た
。

委
員
会
で
は
、
９
月
以

降
の
活
動
報
告
を
承
認

し
、
春

闘

関

連

の｢

官

公
・
民
間
・
医
療
部
門
連

絡
会｣

、
各
地
区
に
お
け

る｢

決
起
集
会｣

、

21
日

か
ら
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
街

か
ら
生
活
状
態
・
精
神
状

況
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
、

担
当
か
ら
丁
寧
な
対
応
が

さ
れ
て
い
た
。

労
働
相
談
キ
ャ
ン
ペ
ー

連
合
中
越
第
77
回
地
協
委
員
会

連
合
新
潟
諸
橋
副
事
務
局
長
が
16
春
季
生
活
闘
争
方
針
説
明
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な
ん
で
も
労
働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

中
越
地
協
に
は
期
間
中
１
件
の
相
談

今
年
の
干
支
は
、
60
年
に
一

度
の
丙
申
年
と
言
わ
れ
て
い

る
。
ご
存
知
の
方
も
お
ら
れ
る

と
思
う
が
、
一
言
で
い
う
と
よ

い
年
だ
そ
う
だ
。
そ
れ
は
、
今

ま
で
の
努
力
の
結
果
が
実
を
結

ぶ
と
き
に
な
る
と
い
う
こ
と
ら

し
い
。
逆
に
言
え
ば
、
謙
虚
さ

も
持
た
ず
に
努
力
も
し
な
い
で

横
暴
、
傲
慢
な
態
度
や
お
ご
り

な
ど
の
振
る
舞
い
を
繰
り
返
し

て
い
た
な
ら
ば
実
が
付
く
前
に

枯
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
▼
さ

て
、
今
の
与
野
党
に
照
ら
し
て

み
る
と
、
安
倍
政
権
（
自
公
）

の
こ
れ
ま
で
の
政
策
は
ま
さ
に

経
済
一
色
。
確
か
に
景
気
は
大

事
と
思
う
が
、
大
企
業
で
働
く

労
働
者
や
株
の
投
資
家
な
ど
、

資
産
や
収
入
が
高
い
人
よ
り
の

政
治
の
よ
う
な
気
が
す
る
の
は

私
だ
け
か
。
安
保
法
制
や
消
費

税
・
憲
法
改
正
案
と
数
の
力
を

最
大
限
に
利
用
し
て
き
て
い
る

与
党
。
公
明
党
は
抑
止
力
を
発

揮
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う

か
▼
昨
年
の
暮
れ
の
米
国
の
利

上
げ
、
中
国
の
景
気
低
迷
、
中

東
紛
争
に
お
け
る
原
油
安
、
暖

冬
少
雪
に
よ
る
消
費
低
迷
な
ど

阿
部
政
権
に
と
っ
て
は
負
の
連

鎖
が
起
き
て
い
る
。
ま
た
、
大

臣
や
与
党
議
員
の
言
動
も
ま
た

し
か
り
。
ま
さ
に
天
も
見
放
し

て
い
る
状
況
だ
。
今
こ
そ
野
党

は
、
政
権
奪
還
作
業
を
確
実
に

実
行
す
べ
き
と
思
う
が
、
参
議

院
選
挙
野
党
一
本
化
に
苦
慮
し

て
い
る
有
様
。
し
っ
か
り
し
て

も
ら
い
た
い
。
国
民
や
組
合
員

は
無
知
無
能
で
は
な
い
。
将
来

に
対
し
て
不
安
を
抱
い
て
い
る

の
だ
。
こ
の
不
安
を
政
治
家
や

組
合
員
に
行
動
で
示
し
て
も
ら

い
た
い
の
は
私
だ
け
か
▼
先

日
、
Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
主
催
の
ユ
ニ

オ
ン
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

が
行
わ
れ
て
、
多
く
の
若
者
か

ら
組
合
の
必
要
性
を
理
解
し
て

も
ら
っ
た
よ
う
だ
。
私
は
、

「
正
直
に
生
き
て
も
ら
い
た

い
」
「
た
ま
に
は
考
え
る
と
き

を
作
っ
て
ほ
し
い
」
と･

･･

。
そ

の
た
め
に
都
合
の
付
く
と
き

は
、
労
働
運
動
に
参
加
し
て
ほ

し
い
と
あ
い
さ
つ
し
た
が
、
最

後
は
組
合
員
本
人
が
決
め
る
こ

と
だ
。
し
か
し
、
未
来
の
た
め

に
共
に
ガ
ン
バ
ロ
ー
と
言
い
た

い
。

副議長

火山健悟≪№205≫

 東蔵王２

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

３
日
間
街
宣
車
が
走
る

春闘勝利長岡地区総決起集会

日時 3月3日(木)18:00～

場所 長岡市立劇場小ホール

連合中越地協第４回幹事会

日時 3月3日(木)上記集会後

場所 長岡市立劇場小ホール

連
合
新
潟
第
57
回
地
方
委
員
会
開
く

｢

春
闘
方
針｣

等
を
決
定
す
る
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
休
暇
取
れ

五
時
に
は
帰
れ

仕
事
せ
よ
）
（
物
隠
せ

今
日
は
娘
の

里
帰
り
）
（
ア
イ
ツ
駄
目

コ
イ
ツ
も
駄
目
と

自
分
ほ
め
）
（
錯
覚
と

ム
ダ
が
支
え
る

化
粧
品)
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連合中越加盟単組紹介
-全水道・長岡水道労組-

42

長岡水道労働組合は、安全でおいしい水を絶え間なく、

お客様へ供給することを基本理念に掲げた水道事業体に組織

された組合です。長岡市内の中之島地域を除く（中之島地域

は、見附市が供給）10地域へ水を供給

しています。当組合は、全水道（全130
単組、約２万2千人）に加盟し、北信越

地方本部内の新潟県支部に所属してい

ます。

2014年7月に水循環基本法が施行さ

れました。昨今、水道事業は全国各地

で、選挙ウケの良い民営化や、民営化につながる業務の委託

化攻撃を受け続けています。しかし、世界の水道に目を向け

ますと、アメリカ・フランス・ドイツ等では水道事業を民営

化した後に、公営化へ戻す動きが後を絶ちません。水道は、

そこに生活する人が一人でも給水を望む限り水を供給し、水

道管等の施設を管理・補修していかなくてはな

りません。水道事業の運営は採算性が極めて低

いため、営利を目的とした企業は撤退し、公営

に戻らざるを得なくなる愚策が議論を呼んでい

ます。今後は、この水循環基本法を、水道事業

の民営化攻撃から阻止する、有用なものにして

いかなくてはなりません。水道労組は、公営原

則堅持の立場で連合・自治労と共闘し、一丸となって『公共

財産である水』を守っていきたいと考えていますので、今後

とも皆様からのご指導とご協力を宜しくお願いいたします。


